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診  療  

 
呼 吸 器 外 科 は 、 呼 吸 器 （ 肺 、 縦 隔 、 胸 膜 、 胸 壁 ） の 外 科 的

疾 患 を 扱 っ て お り 、22 年 度 の 総 手 術 件 数 は 128 件 、そ の う ち

全 麻 手 術 件 数 は 91 件 で し た 。  

 肺 が ん の 手 術 件 数 は 65 件 で し た 。 画 像 診 断 の 進 歩 に 伴 い 、

す り ガ ラ ス 陰 影 を 呈 す る 早 期 が ん が 増 加 し 、 65 例 中 28 例 は

腫 瘍 径 が 2cm 以 下 で あ り ま し た 。 小 さ な 病 変 で 術 前 に 診 断 が

付 か な い 場 合 は 、 術 中 迅 速 病 理 診 断 を 活 用 し て い ま す 。 こ の

様 な 症 例 で は 縮 小 手 術 が 可 能 で あ り 、 肺 門 リ ン パ 節 の 術 中 病

理 診 断 で 、 転 移 が な け れ ば 区 域 切 除 に 止 め る ケ ー ス が 増 加 し

て い ま す 。 女 性 の 肺 が ん 手 術 例 が 年 々 増 加 し 、 手 術 件 数 に 占

め る 割 合 が 5 割 弱 に 達 し て お り ま し た が 、22 年 度 は 一 転 23％

で あ り ま し た 。 80 歳 以 上 の 高 齢 者 は 7 名 で 、 最 高 87 歳 で あ

り ま し た 。年 齢 と は 関 係 な く 、体 力 と ご 本 人 の 意 欲 を 考 慮 し 、

手 術 を 決 定 し て い ま す 。  

 術 後 の 補 助 化 学 療 法 と し て 本 邦 に お け る エ ビ デ ン ス の あ る

デ ー タ ー は 病 期 Ⅰ Ｂ 期 の UFT し か な い た め 、 Ⅱ 期 以 上 の 症 例

や 再 発 例 に 対 し 、 シ ス プ ラ チ ン ・ カ ル ボ プ ラ チ ン 、 タ キ サ ン

系 抗 が ん 剤 、 ナ ベ ル ビ ン や ジ ェ ム シ タ ビ ン を 組 み 合 わ せ た 化

学 療 法 を 呼 吸 器 内 科 と 協 力 し 、 行 な っ て い ま す 。 原 発 性 肺 が

ん の 5 年 生 存 率 は 、平 成 22 年 か ら 新 病 期 分 類 と な り ま し た が 、

Ⅰ A 期 86％ 、 Ⅰ B 期 79％ 、 Ⅱ A 期 50％ 、 Ⅱ B 期 58％ 、 Ⅲ A 期

41％ 、 Ⅲ B 期 16％ 、 Ⅳ 期 6％ で あ り ま す 。  

 悪 性 胸 膜 中 皮 腫 は 2 例 で 、 胸 膜 生 検 で 診 断 が 付 い て お り ま

す が 、 根 治 手 術 に は 至 っ て い ま せ ん 。 治 療 に は シ ス プ ラ チ ン

＋ ア リ ム タ の 術 前 化 療 に 胸 膜 肺 全 摘 術 及 び IMRT に よ る 放 射

線 治 療 が 不 可 欠 と の デ ー タ ー が あ り ま す 。 放 射 線 治 療 ま で 行

な え た 症 例 は 国 内 に は 少 な く 、 化 療 ＋ 手 術 で は 延 命 が 得 ら れ

な い こ と か ら 当 院 で の 対 応 は 様 子 見 の 状 態 で あ り ま す 。  

 自 然 気 胸 は 6 例 で あ り ま す が 、 低 侵 襲 に て 術 後 の 痛 み が 少

な く 、 早 期 退 院 が で き る 内 視 鏡 （ 胸 腔 鏡 ） 手 術 を 行 っ て い ま
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す 。 手 術 適 応 に つ い て は 、 再 発 、 気 瘻 が 遷 延 し て い る 場 合 と

し て い ま す 。  

 禁 煙 外 来 は 2007 年 か ら 行 っ て い ま す が 、受 診 者 は 200 名 を

超 え 、 3 か 月 時 点 で の 禁 煙 成 功 率 は 70％ で あ り ま す 。  
 

抱  負  
 
 肺 が ん が 術 後 再 発 し た 場 合 に は 抗 が ん 剤 治 療 を 主 体 と な

り ま す が 、 有 効 性 に は 個 体 間 に 差 が 見 ら れ ま す 。 分 子 標 的 治

療 薬 の 使 用 に 際 し て は 、 遺 伝 子 異 常 の 検 索 や 免 疫 染 色 を 取 り

入 れ 、 効 果 が 期 待 で き る 対 象 を 選 択 し 、 予 後 改 善 に 努 め て お

り ま す 。  
男 性 の 喫 煙 率 は 徐 々 に 減 少 し て お り ま す が 、 若 い 女 性 の 喫

煙 者 は 横 ば い で あ り ま す 。 同 じ 本 数 の 喫 煙 で あ れ ば 女 性 の 方

が 多 く 肺 癌 が 発 生 し ま す の で 、 女 性 の 禁 煙 率 の 向 上 と 、 肺 が

ん 二 次 検 診 に よ る 早 期 肺 が ん の 発 見 に 努 め て い ま す 。  
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